オランダ人眼科医FC Donders （1818－1889）は、「残像」を用いて人間の眼球運動を研究し、1847年に「ある視線方向での眼球の向きは、その視線方向に至る経路に拠らず一定である」ことを「Dondersの法則」として提唱した。ドイツ人数学者JB Listing（1808－1882）は「Dondersの法則」を、水平・垂直・回旋からなる三次元眼位の数学的定量関係として述べたのだが、Listing自身はこのことに関する論文を執筆していない。しかし、その重要性を見抜いた19世紀ドイツきっての科学者H Helmholtz（1821－1894）が1867年に著書「Handbuch der Physiologischen Optik」で「Listingの法則」として紹介した。それから100年以上を経て精度の高い三次元眼球運動記録法が実用化され、やっとその正しさが明らかとなり現在に至っている。
「Listingの法則」を話題とするには、デカルト（直交）座標系と回転運動の非交換則性(non-commutativity)とを理解する必要があるのだが、本講演では「Listingの法則」の本質と特性、眼科学、脳科学、運動制御等における重要性や意義を、数式を用いずに分かり易く解説する。また、黎明期の眼球運動研究の歴史を知るとさらに興味が深まると思われることから、上記の研究者以外にも以下に示した研究者らの「Listingの法則」へのかかわりも紹介する。
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